
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウへんこう 

鶴城町 上宮町 鶴河内町 大鶴本町 大肥町 大肥本町 大鶴町 大鶴地区 町名 大
鶴
地
区 

人
口
統
計 

73(0) 73(0) 175(+1) 211(0) 157(+1) 170(0) 294(-3) 1,153(-1) 人口 

37(0) 32(0) 73(+1) 98(0) 78(0) 70(0) 119(-2) 507(-1) 世帯 

 ※データは日田市 HP より令和５年６月３０日現在 ( )は前月比 

開
講
式
・
保
護
者
説
明
会
後

に
自
己
紹
介
並
び
「
旗
」
の

作
成
を
行
い
ま
し
た
。 

自
己
紹 

介
は
６ 

年
生
か 

ら
４
年 

生
の
順 

で
、
自 

分
の
性 

格
・
動 

物
に
例
え
る
と
等
を
言
っ

て
も
ら
い
、「
旗
」
の
文
字

に
自
分
の
好
き
な
色
を
塗

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

☆ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
、

こ
の
日
の
活
動
を
含
め
て

10
回
の
活
動
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。 

☆ 

次
回
は
７
月
21

日

(

金)

野
外
炊
飯
と
夏
合
宿

の
説
明
で
す
。 

「
礼
儀
」
は
、 

「
生
き
る
力
」 

の

基

本

で 

す
。
当
た
り 

前
の
事
を
徹 

底
し
て
、
で 

き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
。 

② 

『

協 

力
』 

集
団
で
活
動
す
る
と
き
に
一

番
大
切
な
事
、
お
互
い
に
思

い
や
り
、
一
人
一
人
が
「
協

力
」
す
る
こ
と
で
す
。 

③
『
や
り
と
げ
る
』 

「
感
動
」
や
「
達
成
感
」
は

心
の
栄
養 

と
な
り
ま 

す
、
何
事 

も
最
後
ま 

で
あ
き
ら 

め
ず
に
チ 

ャ
レ
ン
ジ 

し
よ
う
。 
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紙面のイラストについて 

イラスト著作権 

がくげい 

広報 おおつる                                           ２０２３年７月１５日発行 

第
１
講
の
最
初
に
開
講

式
及
び
「
保
護
者
説
明
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
目
的
・

プ
ロ
グ
ラ
ム(

予
定)

並
び
参

加
す
る
に
当
た
り
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
事
な
ど
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。 

大
明
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室 

『

３
つ
の
心
得
』 

① 

『

礼 

儀
』 

 

日田市大鶴公民館 : ホームページ：http://www.hita-k.org/ootsuru：      ：otsuru-k@hita-net.jp 

 

令
和
５
年
度
「
大
明
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
第
１
講
を
６
月
17

日
（
土
）
大
鶴
公
民
館
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
６
年
生
13
名(

男
子
７
名
・
女
子
６
名)

、
５
年

生
４
名(

男
子
３
名
・
女
子
１
名)

、
４
年
生
７
名(

男
子
３
名
・

女
子
４
名)

の
計
24
名
の
参
加
で
一
年
間
活
動
し
ま
す
。 

（6月26日：ミニデイにて作成） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部
食
べ
る
事
と
一
緒
の
言
葉
だ

か
ら
言
葉
を
発
す
る
時
に
は
、

吟
味(

こ
れ
で 

い
い
の
か)

味 

見(

味
の
再
構 

築)

賞
味(

聴
い 

て
頂
く)

こ
の 

こ
と
が
大
事
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
縁

(

え
に
し)
縁
と
い
う
の
は
糸

偏
、
人
間
関
係
は
糸
偏
、
組
織

と
い
う
の
は
織
る
、
集
ま
る
の

は
編
む
、
組
織
は
縦
と
横
、
縦

の
関
係
、
横
の
連
携
が
し
っ
か

り
し
て
な
い
と
い
け
な
い
。
編 

む
と
い
う
の 

は
一
つ
ず
つ 

結
び
目
を
作 

り
人
を
編
み 

込
ん
で
い
く 

感
覚
で
楽
し 

く
集
う
時
は

編
む
に
な
る
。
ま
た
、
人
間
関

係
に
大
事
な
こ
と
は
違
い
を
認

め
る
と
い
う
こ
と
、
３
つ
の

「
わ
」
、
話
を
す
る
、
和
む
こ

と
、
輪
の
中
に
編
み
こ
ん
で
い 

く
、
そ
の
真
ん
中
に
共
感
が
あ

る
。
な
ど
自
身
の
体
験
談
な
ど

を
交
え
、
松
本
さ
ん
独
特
の
口

調
で
大
変
わ
か
り
や
す
く
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー
も

回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考

に
視
察
研
修
等
含
め
５
講
座
を

開
催
し
て
行
き
ま
す
。
今
か
ら

で
も
参
加
登
録
で
き
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
公
民
館
へ
連
絡

く
だ
さ
い
。(

☎
28-

２
８
４
６) 

 

６
月
29
日
（
木
）
、
『
寿
大

学
』
第
１
講
を
「
防
犯
」
と

「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。 

「
防
犯
」
で
は
、
大
明
駐
在
所

河
野
巡
査
長
さ
ん
か
ら
「
特
殊

詐
欺
・
悪
徳
商
法
に
だ
ま
さ
れ

な
い
為
に
」
と
い
う
こ
と
で
、

今
も
絶
え
な
い
特
殊
詐
欺
・
悪 

 

徳
商
法
の
手
口
（
電
子
マ
ネ

ー
・
架
空
請
求
な
ど
）
と
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。
対
策
と
し
て
は
、
一
人

で
解
決 

せ
ず
に 

必
ず
駐 

在
所
や 

警
察
署 

へ
届
け 

る
、
予 

防
手
段 

と
し
て 

の
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電

話
機
の
設
置
（
４
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
に
、「
健
康
」
で
は
、
市
健
康

保
健
課
保
健
師
か
ら
、
日
田
市 

  

の
高
齢
者
お
達 

者
年
齢
が
県
平 

均
よ
り
も
低
い 

と
い
う
事
で
フ 

レ
イ
ル
予
防
３ 

つ
の
柱
（
運 

動
・
栄
養
・
社
会
参
加
）
の
大
切

さ
に
つ
い
て 

話
が
あ
り
ま 

し
た
。
続
い 

て
、
部
屋
の 

中
で
も
気
軽 

に
で
き
る
健
康
体
操
を
体
操
指

導
員
の
指
導
で
行
い
ま
し
た
。 

※
な
お
、
今
年
度
は
、
各
自

治
会
で
の
「
出
前
寿
大
学
」
実

施
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
お
近

く
で
開
催
さ
れ
る
場
合
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

  

広報 おおつる                                 ２０２3年7月１５日発行(No.2) 

昨年のサロンから 

大鶴社会福祉協議会・公民館共催 

令和５年7月の「子育てサロン」が下記

の日程で開催されます。 

記 

期 日  ７月 23日（日曜日） 

時 間 午前１０時～正午12時00分 

場  所  大鶴公民館：集会室 

内 容 演芸(手品・バルーンアート） 

   その他、お話会など 

皆さんの参加をお待ちしています。 

差別をなくす人権標語  

６
月
21
日 (

火)

『
女
性
セ
ミ

ナ
ー
』
第
１
講
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
別
府
市
よ
り
松
本

久
美
子
さ
ん(

こ
と
の
葉
ク
ロ
ー

バ
ー
代
表)

を
お
招
き
し
て
「
認

め
合
う
心
」
～
ガ
ラ
ス
の
壁
を

越
え
て
～
と
い
う
演
題
で
、
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

言
葉
は
心
の
食 

材
、
言
葉
を
か 

み
し
め
る
、
言 

葉

を

飲

み

込 

む
、
言
葉
を
吐 

き
出
す
と
か
全 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報 おおつる                                       ２０２２年 7月１５日発行 

大
肥
本
町
自
治
会 

  

平
成

29

年
の
九
州
北
部
豪 

雨
か
ら
６
年
。
大
肥
本
町
自
治 

会
に
よ
る
「
防
災
の
日
」
の
取 

組
が
７
月
２
日
（
日
）
に
迫
公 

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
地
元 

防
災
士
さ
ん
と
役
員
の
方
々
で
、 

停
電
に
備
え
た
発
電
機
の
点
検
と
動
作
確
認
、
公
民

館
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
非
常
備
蓄
品
の
確
認
等
を
行

い
ま
し
た
。 

防
災
訓
練(
防
災
学
習)

で
は
、 

ま
ず
６
年
前
の
被
害
を
忘
れ 

な
い
為
に
、
平
成

29

年
九
州 

北
部
災
害
の
回
想
録(
大
肥
本 

町)

映
像
を
視
聴
、
続
い
て
大 

分
県
が
ま
と
め
た
「
み
ん
な 

で
防
災
大
分
〈
事
前
の
備
え 

編
〉
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
人
権
学
習
と

し
て
「
そ
の
人
権
問
題
わ
た
し
な
ら
ど
う
す
る
？

〈
家
庭
編
〉
を
視
聴
し
ま
し
た
。 

防
災
・
減
災
を
考
え
る
上
で
も 

大
事
に
し
た
い
「
人
権
を
尊
重 

し
、
お
互
い
を
思
い
や
る
」
こ 

と
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。 

「
防
災
の
日
」
を
継
続
し
て
開
催 

す
る
こ
と
で
、
町
内
の
絆
が
深
ま 

り
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ 

な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

 

７
月
２
日(

日) 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ
こ
ぼ
し 

ラ
イ
ン(

旧
日
田 

彦
山
線
筑
前
岩
屋 

駅
～
宝
珠
山
駅) 

バ
ス
専
用
道
を
歩 

く
フ
ァ
ン
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ

約
360
人(

大
鶴
参
加
者
約
50
名)

の
参
加
が 

あ
り
ま
し 

た
。
以
前 

列
車
が
走 

っ
て
い
た 

ト
ン
ネ
ル 

を
歩
い
た
り
、
棚
田
の
風
景
を
楽

し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。 

 
 

ぼうさい標語          

６月１３日（火）、 

大明小中学校の「あ 

いさつ＋１（プラス  

ワン）」運動が実施さ 

れました。 

今年度は、今回も

含めて年間３回実施される予定とのことです。（２

回目は 11 月、３回目は 2 月）実施時期が近付いた

ら、回覧などでお知らせがされますので、運動に

参加してみませんか。いつもよりも、ちょっとだ

け朝からいい気持になること確実です。 

 

 

今
年
度
も
、 

講
師
を
安
本 

英
年
さ
ん(

と 

り
庵
店
主)

に 

お
願
い
し
、 

年
間
８
回(

一 

回
は
こ
ど
も
園
児
と
の
交
流
そ

ば
う
ち
体
験)

開
催
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

  

第
１
回
目
を
６ 

月
19
日
に
開
催 

し
ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
参
加 

の
方
も
い
ま
し
た 

が
美
味
し
い
そ
ば
が
で
き
ま
し
た
。

新
規
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

公
民
館
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン 

開
業 

８
月

日
予
定 

7月10日（月）未明から降り出した雨は

非常に激しく、線状降水帯も発生しまし

た。大鶴地区でも多い時には１時間雨量が

約70mmにも達し、大鶴公民館にも多くの

方が避難されて来て 

いました。また、鶴 

城町、上宮町をはじ 

め各地区で住宅・道 

路・河川等の被害が報告されています。た

だ、今回は６年前の教訓から防災・減災意識

の高まりもあり、幸い人命に係る被害の報告

はなされていません。 

被災された方々にお見舞 

い申し上げるとともに一 

日も早い復興・復旧をお 

祈りします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報 おおつる                                ２０２３年 7月１５日発行（No.4） 

差別をなくす人権標語    無意識に 差別を生み出す 無関心 
 

※ 

特
殊
機
能 

付
き
電
話
機
と
は 

 

① 

着
信
時
「
こ
の
会
話
は
録

音
さ
れ
て
い
ま
す
」な
ど
の
警

告
音
声
を
発
し
、
か
つ
通
話

内
容
を
録
音
で
き
る
電
話

機
・後
付
け
機
器
で
す
。 

② 

被
害
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
の
あ
る
電
話
番
号
を
判
断

し
て
着
信
を
拒
否
又
は
警
告

す
る
電
話
機
で
す
。 

 日田市役所 特殊詐欺等被害防止対策推進事業補助金 

【お問合せ】市役所市民課生活安全係(0973-22-8395) 

検 索 

日
田
市
内
に

お
住
い
の
65

歳
以
上
の
方

の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯

の
方
の
機
器

購
入
・設
置
に

補
助
金
を
利

用

で

き

ま

す
。
設
置
費

用
の
２
／
３

を
補
助(

上
限

10
,0

0
0

円) 

   

ひた生活支援センター無料相談会が下記日程で開催され

ます。予約は不要です、気軽にお越し下さい。 

日 時：令和5年7月19日(水)9：30～11：30 

場 所：日田市大 鶴 公 民 館 図書室 

ひた生活支援相談センター☎(０９７３)２２-５２９９ 

マイナンバーカードの申請、マイナポイントの申込が大鶴公民館で出来ます。 

出張申請・申込サポート日時は下記のとおりです。 

【とき】令和５年７月２０日(木) 
   午前９時～午後３時まで 

【場所】 大鶴公民館・会議室 

①マイナンバーカード申請 

新規申請の方にはクオ・カード 

（５００円）プレゼント！ 

写真撮影は無料です。免許書や

保険証などお持ちください。 

②マイナポイントの申込（スマホがなくても大丈夫！） 

対象者は、令和５年２月末までに申請したマイナンバーカードを持っている方、市役所職員が

公用スマホで申し込みをお手伝いします。【マイナポイント申し込みに必要な物は下記の通り】 

①マイナンバーカード  ②４桁のパスワード  ③電子マネーカード(ナナコ、ゆめか など) 

④本人名義の預金通帳  【お問合せ先】  日田市役所市民課 ☎（0973）２２－８２０４ 

自
主
学
習
教
室 

吟
詠
教
室
か
ら
お
知
ら
せ 

  

吟
詠
と
は
漢
詩
を
覚

え
る
時
に
、
素
朴
な
旋

律
を
つ
け
て
朗
誦
さ
せ

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
脈
々
と
守

ら
れ
て
き
た
日
本
の
伝

統
文
化
を
敬
称
詩
吟
を

通
し
て
友
達
づ
く
り
し

ま
せ
ん
か
？ 

 

老
化
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
腹
式
呼
吸
で
声
帯 

 

や
呼
吸 

筋
を
鍛 

え
、
肺 

活
量
を 

増
や
す 

こ
と
も
効
果
的
で
健
活

に
つ
な
が
り
ま
す
。 

是
非
み
な
さ
ん
も
初
め
て

見
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

【
問
合
せ
先
】 

大
鶴
公
民
館
ま
で 


